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審 査 結 果 の 要 旨 

  本研究では、腹腔内への子宮組織同種移植により作製した子宮内膜症モデルマウスを

用い、腹膜組織における接着因子について検討した。子宮内膜症病変周囲腹膜では、テネ

イシンC遺伝子が発現増強していることを明らかにした。野生型マウスとテネイシンCノッ

クアウトマウスを応用したモデルマウスの解析では、レシピエントマウスでのテネイシン

C発現抑制により病変数ならびに重量の減少と、病変組織における増殖能とT細胞集簇の抑

制を認めた。さらに、ドナーおよびレシピエント双方のテネイシンC発現抑制が、腹腔内

マクロファージの分布を変化させることを示した。また、ヒト子宮内膜間質細胞と腹膜中

皮細胞の共培養系を用いて、テネイシンC遺伝子の発現抑制により子宮内膜間質細胞の浸

潤能が低下することを確認した。これらの成績より、テネイシンCは子宮内膜症発生に関

わる重要な因子であることが示唆された。 

 


